
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 3月 18日発行 通巻 52号札幌稲雲高校図書局 

近頃、動画投稿サイトに投稿された動画や猫を題材にしたスマ

ートフォンアプリの影響もあってか、世間では「猫」が注目され

ています。 

今、ペットとして飼われている猫は、正確には「イエネコ」と

いいます。人間と猫が共生しはじめたのは今から約５０００年ほ

ど前のエジプトだと言われていて、元々は農作物をネズミから守

るために飼育されていたそうです。日本には、中国から仏教の伝

来とともに猫が船に乗ってきたという説が有力とされています。 

自由気ままに行動し、懐
なつ

くというイメージがあまりない猫です

が、実は愛情表現を示していることがあります。 

つれないと見えていたのにそんな気持ちが隠されていたとは…。

猫のしぐさ、理解すればもっと仲良くなれそうですよ！ 

☆ゆっくりとまばたきをする☆ 
猫は見知らぬ人や他の猫に遭遇すると、緊張してじっと相

手を見つめます。逆に、じっと凝視せずにゆっくりとまばた

きするのは満足と愛情の表れです。猫と目が合った時にはゆ

っくりとまばたきをして安心させてあげましょう。 

 

☆顔をこすりつけてくる☆ 
 猫は「臭腺」と呼ばれる臭いを出す器官を額、口の両側、

顎の下、尻尾、肛門などに持っています。 猫は顔をこすり付

けることで、こうした臭腺から出る匂いを対象に残し「これ

は自分のものだ」という所有権の主張をしています。また、

この顔のこすりつけは親しい猫同士で行われる親しみの表明

でもあるそうです。 

 

☆おなかをみせる☆ 
 猫がおなかを見せばんざいをしながら寝ている姿はかわい

いだけではありません。猫にとっておなかを相手に晒すとい

うのは、骨で覆われていない猫の弱点を晒している、つまり

飼い主やその環境に信頼を置いている、ということを表して

います。ただし、気温や室温が非常に高いときも同じ姿勢を

とるため、特に夏場においては猫がバテてしまわないように

環境管理への注意が必要です。 

 このように猫は人間にもわかるような愛情表現をすること

がありますが、人間にとっては不可思議な行動をとることも

あります。 

 

☆排便後テンションが上がる☆ 
 排便し終わると部屋の中を騒がしく走り回ったり、ガリ

ガリと爪とぎを始める猫がいます。外敵の多い野生環境で

は緊張を強いられる排便という行為を無事に達成したこ

とにより、安心するのではないかという理由が有力だそう

です。 

 

☆何もないところをみつめる☆ 
 猫があらぬ方を向いて何かを見つめているとき、幽霊で

もいるのかと思うかもしれませんが、これは人間の耳には

聞こえないレベルの微弱な高音に耳を澄ませている可能

性が高いです。ただし、長い間ずっと何もないところを眺

めているような場合は、ストレスが原因の異常行動である

かもしれないため、ストレス要因がないかチェックしてあ

げて下さい。 

 

 

  

 

 今回紹介したように猫にはたくさんの魅

力があります。そのため、猫を飼っている

人も多いかと思います。その一方で、飼い

主に捨てられてしまう猫がいるのも事実で

す。飼い主のいない猫を減らしていくため

の活動なども行われていますが、まだまだ

認知度が低いのが現状です。多くの人がこ

うした現状に向き合うことや、猫に限らず

ともペットを飼育する際には最後まで責任

と愛情を持って面倒を見るということがこ

れから必要になると思います。 

 

『ノラネコの研究』 

伊澤雅子 著 

副音館書店 

『新猫種大図鑑』 

ﾌｫｰｸﾞﾙ･ﾌﾞﾙｰｽ 原著 

小暮則夫 日本語版監修 ﾍﾟｯﾄﾗｲﾌ社 

副音館書店 

『世界から猫が消えたなら』 

川村元気 マガジンハウス 

  
余命宣告された僕の前に現れた、アロ

ハシャツを着た悪魔。その悪魔は「世

界から何かを消すことで寿命を延ばす 

ことができる」と言う。悪魔が指定したものを消すこ

とを許可していく僕だったが、次に消すと言われたの

は「猫」で―… 

 

『かのこちゃんとマドレーヌ夫人』 

万城目学 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

 かのこちゃんは小学１年生の女の子。ゲリラ豪雨が

襲ったある日、かのこちゃんの家の年老いた柴犬・玄

三郎の小屋に外国語を話せるアカトラの猫・マドレー

ヌ夫人が逃げ込んできて……。 

 

●猫が登場する小説● 



 

 

 

宇宙人との接触を描いた作品は数多くあります。

このαΩもその一つです。宇宙人といっても、様々

な種類がありますが、この作品の宇宙人は、地球人

とは異質な価値観、文化をもつ存在として扱われ、

その独自の「生態」を楽しむことができます。 

 

地球人である主人公は宇宙人と訳あって行動を

共にし、共通の敵に立ち向かうことになります。 

別の世界で生きてきた二人は、互いを得体の知れ

ない存在として感じ、時に相手に恐怖を覚え、時に

その行動を蔑みながら、しかし少しづつ、それぞれ

の心を理解し合っていきます。二人の奇妙な絆の結

末はどうなるのか。それは自分の目で確かめてみて

下さい。 

スウェーデンが世界一の環境先進国であるのは有名な話

ですが、特に素晴らしいのはそのリサイクル率の高さではな

いでしょうか。 

スウェーデンのリサイクル率は何と驚異の 96％を誇って

います。ですが、ゴミの排出量は平均的です。このリサイク

ル率の高さですが、こうなったのは 1970 年代から行われて

いた環境への取り組みがあり、これが非常に重要なものとな

っています。幼少期からの環境についての教育、車の燃料の

バイオマス化など、幅広く行われています。また、ゴミ捨て

場の利用時間がフリーなので、好きな時間にゴミを分別して

捨てる事も出来ます。私達の住む日本でも環境に対する取り

組みは行われていますが、ゴミの埋め立て地の問題や個人の

ゴミの排出量の多さなど、問題は様々です。 

スウェーデンは今、そのリサイクル率の高さからゴミが不

足しています。というのも、ゴミを燃料にして行われる発電

や暖房機能が、自国のゴミでは賄えなくなっているからで

す。そのため、近隣の諸国からゴミを買い取り、それを燃料

にして発電が行われているそうです。 

 

ゴミ不足と言われるようにまでなったスウェーデンと、ゴ

ミについて悩まされる私達の日本では、 

処理場などの設備に大きな差がある訳 

ではありません。国を動かす歯車の一部と 

も言える私達一人一人にも、何か出来る事が 

あるのではないでしょうか。 

 

 日本の本屋さんと言えば本を並べてあるだけですが、

世界の本屋さんを見てみると日本とは全く違った世界が

見えてきます。今回はそんな世界の本屋さんを二つ紹介

します。一つ目はオランダのマートリヒトにある

Boekhandel Slexyz Dminicanです。この本屋さんはゴ

シック様式の聖ドミニコ教会を丸ごとリノベーションし

て作られたものです。 

 二つ目はスペインのマドリードにある、EI Atenro 

です。この本屋さんは劇場だった所を改装したもので、

膨大な数の本を販売しています。ここは一部がカフェに

なっていてカフェから書店を眺めることもできます。こ

の他にも世界には面白い本屋さんがたくさんあります。  

本校図書館には「世界の夢の本屋さん」という本があ

ります。その本には色々な国の本屋さんが紹介されてい

るのでぜひ読んでみてください。 

『ＡΩ 超空想科学怪奇譚』 

小林泰三 著 

(株)ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

角川ホラー文庫 

『世界の図書館』 

ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･W.P.ｷｬﾝﾍﾞﾙ/ｳｨﾙ著ほか 

河出書房新社 

『世界の夢の本屋さん ２』 

清水玲奈 著 

エクスナレッジ 

 
●猫が登場する小

説● 

新着本 ●哲学 

「まんがでわかる７つの習慣」 

ﾌﾗﾝｸﾘﾝ･ﾓｳﾞｨｰｼﾞｬﾊﾟﾝ監修 宝島社 

「置かれた場所で咲きなさい」 渡辺和子著 幻冬舎 

「悲しむのは、悪いことじゃない」  香山リカ著 筑摩書房 

「嫌われる勇気」 アドラー著ほか ダイヤモンド社 

●歴史 

「ピラミッド・タウンを発掘する」 河江肖剰著 新潮社 

「広岡浅子徹底ガイド」 主婦と生活社 編・発行 

●社会科学 

「老後破産 長寿という悪夢」NHK ｽﾍﾟｼｬﾙ取材班 新潮社 

「世界を平和にするためのささやかな提案」 

池澤春菜ほか 河出書房新社 

「中高生の勉強あるある、解決します」池末翔太著ﾃﾞｨｽｶｳﾞｧｰ･ﾄｩｴﾝﾃｨﾜﾝ 

●自然科学 

「自然のだまし絵 昆虫の擬態」海野和男著 誠文堂新光社 

「ブラックホールに近づいたらどうなるか？」二間瀬敏史著 さくら舎 

「空想科学『理科』読本」柳田理科雄著 大和書房 

「生命はいつ、どこで、どのように生まれたのか」 

●技術            山岸明彦著 集英社ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

「凄い！ジオラマ」 情景師ｱﾗｰｷｰ著 アスペクト 

●文学 

「やせる石鹸」 歌川たいじ著 KADOKAWA 

「七帝柔道記」 増田俊也著 KADOKAWA 

「職業としての小説家」 村上春樹著 ｽｲｯﾁ･ﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸ  ゙

「校長、お電話です！」佐川光晴著 双葉社 

「羊と鋼の森」 宮下奈都著 文藝春秋 

「骨風」 篠原勝之著 文藝春秋 

「王とサーカス」 米澤穂信著 東京創元社 

「下町ロケット２ ガウディ計画」池井戸潤著 小学館 

「人魚の眠る家」 東野圭吾著 幻冬舎 


